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第５回 小竹町水道事業運営審議会 会議録 

（公開用・詳細版） 
 

開催日時 令和８年１月１４日（水曜日）１３時３０分～１４時１０分 

開催場所 小竹町役場 ２階 多目的室 

出席者 

【委 員】出席委員 ：９名 

欠席委員 ：なし 

【事務局】上下水道課：４名 

配付資料 

 

「小竹町水道事業の今後の経営及び運営について（答申）」（案） 

「小竹町水道事業経営戦略 令和８年３月」（案） 
 

議事要旨 

１ 開会 

【会 長】それでは皆さんお揃いですので、第６回水道事業運営審議会を開催したいと思いま

す。まず、審議に入る前に傍聴についてお諮りしたいと思います。第 1 回の審議会において

傍聴を認めるかどうかについては、審議内容により都度決定するとさせていただいておりま

す。今回は、答申書の案についての審議となります。答申は後日行う予定となっております

ので、今回の審議会については非公開ということにしたいと思いますが、いかがでしょう

か。 

（異議なし） 

それでは非公開とすることにいたしたいと思います。 

 

２ 審議事項 

 ⑴ 答申書（案）について 

【会 長】それでは、審議事項⑴「答申書（案）」について、事務局説明をお願いします。 

【事務局】答申書案についてご説明をさせていただきます。事前に送付させていただいており

ますので、要点をお話させていただきます。今回の案は、本体に付属資料を添えた二本立て

の構成で調製させていただいております。内容としては、これまでの審議で頂いたご意見を
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大切に、案として取りまとめたものでございます。まず、本体部分ですが、「はじめに」。こ

こは導入部分として、諮問から中間答申の内容などを述べております。 

１枚めくっていただきまして、答申部分になります。まず、本町水道事業の状況と、課題、

ここでは何よりまず、本町水道事業においては収支の改善が必要であること、また、定期的

かつ継続的な経営見直しの必要性、そして附帯意見についてここであらかじめ述べておりま

す。下段の「１ 経営目標」では、料金改定の方向性を第３回審議会で審議いただいた際示

された「目指すべき方向性」の項目での数値目標を目標値とし、右ページ「２ 水道料金改

定案」で、審議回数を増やしてご審議いただき、ご決定いただいた改定案について、項目別

に記載しております。下段の「３ その他経営及び運営に資する取組」では、料金改定以外

の取組について、審議の中でご提案いただいた内容として、経営の広域化や保有施設の規模

適正化、施設整備の計画的実施と有利な財政制度の検討等を挙げております。 

次のページをお願いします。「附帯意見」として、長期間の料金据え置きによる高い改定率へ

の対応、配慮。使用者への十分な周知、そして、不断の経営努力はもちろんのこと、継続的

な経営見直しについて意見を添えております。最後に「おわりに」として、結びの部分です

が、審議会として、料金改定は待ったなしの状況であること、課題を先送りすることなく、

経営に必要な改定率そのままを答申するに至ったこと、そして今後も分析と見直しを重ね、

持続可能な経営を目指していただきたい旨を記載し、答申を結んでおります。 

次ページ以降は、新旧料金表、委員の皆さま方の名簿、審議会の開催状況、改定前後の財政

シミュレーションを投資財政計画として添付しております。 

続く附属資料については、第１回からこれまでの審議経過を、資料及びその説明、皆さまか

らの主なご意見等を加え、流れが分かるようにまとめさせていただいたものです。今回、案

として提案させていただいておりますが、記載が不足する部分や、ご意見として加えた方が

良いもの含め、内容につきご審議いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

【会 長】ありがとうございました。内容について、ご質問や追加する事項等ご意見がありま

したら委員の皆様方からお願いしたいと思います。 

【委 員】一つだけいいですか。「おわりに」のところの「利用者負担の原則」とあります

が、水道の場合「受益者負担」なのかなと思うんですけれど、利用者と書かれた理由は特に

あるんでしょうか。 

【事務局】申し訳ありません、特には思い至りません。ありがとうございます。 

【会 長】はい、ありがとうございます。そのほかご意見ございませんか。内容についてはこ

れまでの決定事項を踏まえて網羅しているように思います。附帯意見についても３点あげら

れておりますけれども、これらも審議の内容、課題等も含まれているようでございます。特

にありませんでしたら、先ほどの「利用者負担」を「受益者負担」に修正していただき、答

申としていただくということでよろしいでしょうか。 



3 

 

（異議なし） 

【会 長】ありがとうございました。では続きまして。審議事項⑵、小竹町水道事業経営戦略

（案）について、事務局から説明をお願いします。 

【事務局】お手元にお配りしております資料「小竹町水道事業経営戦略（案）」をお願いいた

します。 表紙の次のページに目次を掲載しています。本町の経営戦略については５章構成

で作成をしております。 

 次のページをお願いいたします。第１章では経営戦略策定の趣旨について記載しています。 

 １．１は経営戦略策定の背景です。小竹町水道事業は、住民生活に不可欠な「水」を提供す

るライフラインとして、昭和３１年の供用開始以降、多岐にわたる水源の確保及び６期にわ

たる拡張工事等を経て、現在に至っています。しかしながら、少子高齢化の進展による行政

人口、給水人口の減少に伴う収入の減や施設の老朽化による維持費用の増大により、今後の

経営はいっそう厳しくなると見込まれます。特に、当初施設の多くは設置後５０年近くが経

過しており、早期の施設更新が喫緊の課題となっています。このような状況においては、経

営の合理化を図りながら、水道施設や管路の健全性を確保するとともに、将来的な投資とそ

の財源を試算した計画を策定し、中長期的視野で事業経営に取り組んでいくことが重要で

す。これらを踏まえ、小竹町水道事業基本構想に示す将来像である「安全で安定した水の供

給による信頼され続ける水道」の実現を目的として、中長期的な経営の基本計画である「小

竹町水道事業経営戦略」を策定するものです。 

 １．２は経営戦略の位置付けとなります。経営戦略は国等からの通知や各種計画との整合性

を図りながら、将来にわたって健全な事業経営を維持していくための中長期的な基本計画と

して位置付けを行います。 

 １．３では計画期間について記載しています。経営戦略の計画期間は１０年以上である必要

があります。本町においては令和７年度から令和１６年度までの１０年間で設定をしていま

す。 

 ２ページをお願いします。第２章は水道事業の概要となります。 

 ２．１は水道事業の現況です。給水及び施設の状況について記載しております。 

 ３ページをお願いします。水道料金についての記載です。今回の経営戦略は策定を令和８年

３月に予定しているため、料金については改定前の現行料金表となります。料金体系の概

要・考え方の中には２段落目に令和８年１０月の料金改定について記載しています。 

 ４ページをお願いします。組織についてとなり、組織図・職員数・係の業務内容・職員年齢

構成について記載をしています。 

 ５ページの２．２では「これまでの主な経営健全化の取組」について記載しています。審議

会の中でご説明してきた過去に取り組んできた方策と重なる部分もございます。①は今回ご

審議いただいた料金改定です。②は令和２年度に実施した職員数の削減です。③は今年度か

ら開始した浄水場運転維持管理の包括業務委託による職員数の削減と浄水場運転における安
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定性の向上です。④は広域連携についての検討です。⑤は受託工事の正当な経費の受領につ

いてです。 

 ２．３は「経営比較分析表等を活用した現状分析」です。経営比較分析表は公営企業が経営

状況や施設の健全性を分かりやすく把握・評価するために、全国共通の指標を用いて作成・

公表する分析資料となっています。現在最新で取りまとめ・公表されているものは令和５年

度決算分となります。資料後ろに別添資料として本町分を添付しておりますので、一緒にご

確認をお願いいたします。①経常収支比率及び⑤料金回収率については費用を収益で賄えて

いない状況が続いていますが、令和８年１０月に料金改定を実施することにより、これらの

指標は改善することが予測されます。しかしながら、「２．老朽化の状況」の指標が示すと

おり、施設の老朽化は類似団体より大きく進んでいます。一方で有収水量の減少に伴い⑦施

設利用率の数値は平均を大きく下回っていることから、施設の更新を行う際には本町が保有

すべき施設の規模について検討を行う必要があります。 

 戻っていただきまして、６ページをお願いします。第３章は「将来の事業環境」です。まず

３．１は給水人口の予測です。こちらは審議会の中でお示しした資料ですが、令和６年度から

令和１６年度までに２０％の減少が予測されています。 

 ７ページをお願いします。３．２は水需要の予測です。こちらも審議会の中でもお示しした

資料です。令和６年度から令和１６年度までに１９％の減少が予測されています。 

 ８ページをお願いします。３．３は料金収入の見通しについてです。令和８年１０月の改定

を含んだ試算となるため、令和８年度から料金収入は大きく改善する見込みです。また、５

年間の算定期間後には総括原価の試算を行い、料金改定の必要性の有無についての検討を行

うことを記載しています。 

 ３．４は組織の見通しとなりますが、現在、最低限の職員数で業務を行っており、これ以上

の職員削減は水道事業の安定的な運営に支障をきたす恐れがあるため、現在の組織体制を維

持していきます。 

 ９ページをお願いします。第４章では「経営の基本方針」について記載しています。平成２

７年に策定した「小竹町水道事業基本構想」で示した基本理念と目指すべき理想像を基本方

針と定め、基本方針を達成するために、経営戦略に基づく経営を行っていきます。基本構想

で示した基本理念は「安全で安定した水の供給による信頼され続ける水道」です。理想像は

３本あり、持続の理想像として「皆様の信頼を受け続ける水道」、安全の理想像として「安

定かつ安全に利用できる水道」、強靭の理想像として「災害に強く、安定的に水を供給でき

る水道」としています。 

 １０ページをお願いします。第５章では「投資・財政計画（収支計画）」となります。計画

については資料後ろに添付しております。数値としては答申書案に添付しているものと全く

同じになりますが、経営戦略の様式に合わせた数値の積み上げを行っております。 

５．２は「投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明」です。「安全で安定した

水を供給するため、施設台帳の整備後に広域連携の状況などを勘案しながら、施設の計画的

な更新を進めていく」ことを投資における目標としています。その目標を達成するために３
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点の実施項目を上げています。１点目が未整備となっている施設台帳の整備です。２点目が

橋に添架されている重要管路の更新です。３点目が広域連携の検討です。②は収支計画のう

ちの財源についてとなります。まず、目標として「水道事業を安定的に継続して運営してい

くために、料金回収率１００％以上を目指すとともに、災害等の不測の事態に対応できるよ

う十分な資金残高を確保すること」を目標としています。目標を達成するために、収入区分

ごとに記載しています。まず収益的収入については「水道事業の収入の柱となる給水収益に

ついては、令和８年１０月に平均改定率５３％の改定を実施します。５年間の算定期間終了

後には、総括原価方式による試算を行い、料金改定の必要性について検討を進めていく」と

しています。資本的収入では「投資の財源については国庫補助金を最優先で活用し、残額に

ついては金利動向を注視しながら企業債を借入していくこと」としています。③では収支計

画のうち投資以外の経費についての説明となっており、各項目の算出方法について記載して

おります。内容については、審議会での財政シミュレーションと同じとなりますので、ここ

での説明は割愛させていただきます。 

 １２ページをお願いします。５．３は「５．３ 投資・財政計画（収支計画）に未反映の取

組や今後検討予定の取組の概要」です。①は「投資の合理化、費用の見直しについての検討

状況等」です。記載項目としては、総務省で示された項目となっております。広域化につい

ては、北九州市が主催する広域セミナーに参加し、将来の広域連携の可能性についての検討

をしています。民間の資金・ノウハウ等の活用については、令和７年度から浄水場運転維持

管理の包括業務委託を開始しております。組織のスリム化に繋がる可能性のある業務の外部

委託については、業務の効率化や費用面等を総合的に勘案して、検討を進めていきます。施

設・設備関係の３項目については、現在、未整備となっている施設台帳について、令和８年

度の料金改定後に台帳整備に着手し、基盤情報の整理を図ります。その上で、整備された台

帳データ及び広域連携の進捗状況を総合的に勘案し、将来的な施設・設備のあり方について

本格的な検討を進めて参ります。その他の取組としては、ＤＸ、デジタルトランスフォーメ

ーションの推進にあたっては、先進自治体の導入事例を精査し、費用対効果を十分に検証し

た上で、実効性の高い施策の検討を進めて参ります。 

 １３ページをお願いします。②は財源についての検討状況等です。料金では令和８年度から

令和１２年度の５年間を算定期間として、令和８年１０月に料金改定を実施します。算定期

間終了後には総括原価方式による試算を行い、料金改定の必要性について検討を行います。

企業債では現在金利の上昇局面にあるため、金利負担と資金残高を考慮しながら、企業債の

借入を行っていきます。繰入金では独立採算の原則に基づき、町の一般会計からの基準内繰

入を原則といたします。資産の有効活用等による収入増加の取組ですが、現在のところ活用

できる資産がないため、該当なしとしております。その他の取組としては、投資の財源につ

いては、可能な限り国庫補助金等を活用できるように取り組んでいきます。 

 １４ページをお願いいたします。第６章は「経営戦略の事後検証、改定等に関する事項」で

あり、経営戦略の進捗管理は年度末に実施し、全体的な見直しは５年周期を基本とします。

ただし、投資・財政計画と実績に重大なかい離が生じた場合には、適時修正を行うものとし
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ます。見直しに際しては、戦略の実行状況及び計画と実績とのかい離原因を詳細に分析し、

その結果を戦略の改定に反映させることで、戦略の継続的な実効性を担保します。以上が経

営戦略案となります。最後になりますが、今回の案は５３％料金改定を見込んだ形でのもの

となっております。今後、答申書案にも記載のある住民負担軽減策がとられた場合や議会で

の審議状況によっては、今回の案から該当箇所について変更が加わります。最終的な経営戦

略の策定は３月議会の終了後を予定しております。説明は以上となります。 

【会 長】事務局の説明が終わりました。内容についてのご意見あるいはご質問等ありました

ら、お願いしたいと思います。では私から。施設台帳の整備はこれから行う、となっていま

すが、整備方法は。また、具体的に「施設」と言えば。 

【事務局】量がかなりありますので、業者に委託する形になると考えております。対象は浄水

場施設に管路も含めて、となります。 

【会 長】現在の整備形態はデジタルではなくて。 

【事務局】紙ベースになります。実態とずれもありますので全て確認から行うことになりま

す。 

【会 長】今後のことを考えると、先ほどもＤＸという記載がありましたが、更新なども考え

るとデータの方が良いですね。 

【委 員】改めて、料金回収率が１００パーセント以上というのはどういった状態ですか。 

【事務局】今回の答申書では事前送付させていただいた分から差し替えをさせていただいてい

まして、その説明を追加で記載させていただいています。料金回収率というのは、給水にか

かる費用を給水収益で賄っている割合を示すものです。１００パーセントを極端に超えると

料金を貰い過ぎていることになりますので適正ではないと考えられますが、１００パーセン

トに近い数値で目指すことになります。料金回収率は徴収率と混同されやすいのですが、給

水収益と給水費用の割合になります。 

【会 長】ほかにありませんか。では、この経営戦略については先に改定の件が審議された

後、正式になると。修正等があるかもしれないけれども、形式的にもこのようになるという

ことですね。よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

【会 長】では本日の審議事項は以上となります。事務局からその他あればお願いします。 

【事務局】本日はありがとうございました。これで答申内容は固まりましたが、実際の答申を

全員お揃いでされるかどうか、日時含めご相談なのですがいかがでしょうか。 
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【委 員】できれば会長さんにお任せしたいと思います。どうでしょうか。 

【会 長】では私が代表してお渡ししようと思います。 

【事務局】では日付の入った正式な答申書を会長からお渡しいただいた暁には、委員の皆さま

に写しをお渡ししたいと思います。本日で審議が終わりとなるわけですが、ここで町長から

皆さま方に一言お礼を申し上げるということで少しお時間を頂戴できればと思います。 

（町長入室） 

【町 長】委員の皆さま方には貴重なお時間をお使いいただき、本町の水道事業についてご審

議いただき、貴重なご意見を賜りありがとうございました。生活者の視点から、また、専門

的見地から深い考察をいただいたことと存じます。答申は後日いただくとのことですが、い

ただいたご意見を活かして小竹町の住民が末永く水道を使用できるよう努めて参ります。本

当にありがとうございました。 

【会 長】では以上で第６回の審議会を終了したいと思います。会長として半年間にわたり審

議に関わらせていただき、また、皆さん審議を尽くしていただきありがとうございました。

現状として非常に厳しいところにありますが、答申に記載しているような取り組みを継続し

ていただきより良い方向へ進んでいただければと思います。実は、他の市町村も同じような

状況を抱えておりまして、小竹町のやり方や考え方、これが他の市町村にも波及してくると

ころかと思います。そういった意味では今回の審議内容は小竹町だけではなくて、福岡県下

市町村にも伝わっていく、そのような内容になっていくと思います。今後もしっかりと取り

組んでいただければと願っております。長い間、ありがとうございました。 

 

～  閉会  １４時１０分   ～ 

 

 

 


